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 今年も暑い中のクリスマスを過ごしました。去年はこの時期にはあまり雨が降っていま

せんでしたが、今年はよく降りました。クリスマス会の開始前までも激しい雷雨で、停電

しないかと不安でしたが、どうにか雨も去り、子供たちの発表やレクリエーションも盛り

上がり、楽しい会となりました！ 

「かえるのうた」を演奏中！ 

初めての鍵盤ハーモニカです！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                クリスマス会の看板も自分たちで作りました！ 

                                  自己紹介では、好きな食べ物や遊び、勉強等を発表しました！ 

 

                 

お兄ちゃんたちは「きらきら星」です！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      授業でも、折り紙でサンタクロースを作ったり、クリスマスの絵を

描いたりと、クリスマス会に向けて、たくさんの準備をしました！ 

 

か け は し 

２０１９年 クリスマス会（夕食会） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
  

                           

 

 

 

 

  

 

 

クリスマス会では、子供たちの発表のあと、折り紙でサンタクロース作りやジェスチャ

ーゲーム等をしました。そして、最後は「翼をください」と「きよしこの夜」の合唱をし

ました。有志を募って、１週間前から練習をし、すばらしい合唱を披露することができま

した。昨年よりも、参加型のクリスマス会を催すことができ、たくさんの笑顔が溢れたよ

い思い出となりました！ 

 

 

 

国際交流基金より久野先生をお招きして、 

教師研修会が開かれました。『教師の協働 

による授業の問題解決』と題し、２つのテ 

ーマ（①「親に言われて、いやいや来てい 

る子供に興味を持たせる授業」②「ぺらぺ 

らと日本語で会話できる授業」）でディス 

カッションを行いました。日本語学校が抱 

える課題も日々変化しています。日系社会 

だからこその特有の課題もあり、現地の先 

生の考えや保護者の想いを知ることができ、有意義な学びの時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表の中では、自分が好きな日本の食べ物や 

アニメ、歌等の話もあり、子供たちの日本文化へ 

の親近感や強い憧れを感じました！！ 

編集後記 

「ここに、日系社会あり。」 

 あっという間に、ブラジルで過ごす２度目のクリスマスがやってきて、気が付けば２０

１９年が終わりを告げました。昨年は目の前のことに精一杯でしたが、今年はチャレンジ

ングな年でした。子供たちとも、行事を通して様々なことに挑戦し、大変でしたが、共に

成長できたと思います。活動も残り３ヶ月ですが、悔いなく取り組みたいと思います。 

 第３アリアンサでは、クリスマスを含めて年に 4回ほど、村のみんなが集まり、楽しく

会話や食事し、子供たちは日頃の勉強の成果を発揮する場面があります。そこには、本当

にたくさんの笑顔が溢れています。改めて思います。それは、日系社会だからこそです。 

ノロエステ地区 日本語教師研修会 


